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皮 膚 科 領 域 のDKB(短 報)

谷 奥 喜 平 ・荒 田 次 郎

岡山大学皮膚科教室(主任;谷 奥喜平教授)

3',4'-Dideoxykanamycin B(以 下,DKB)に ついて,

現 在までに当教室で得られたデータにつき,短 報として

報告する。

方 法 と 材 料

1.試 験管内抗菌力:最 近,皮 膚科領域から得られた

coagulase陽 性 ブドウ球菌16株 につき, DKB, KMの

最小発育阻止濃度を,平 板稀釈法により検討 した。培地

としては,ニ ッサン ・ハートインフュージョンを用いた(

2.ラ ッ トにおける,血 清および皮膚内濃度の検討:

160g前 後の白色雄ラットに2.5mg/ラ ッ ト(0.1ml蒸

溜 水に溶解)を 筋注 した。各時間3匹 ずつを用いた。

注射後, 30分, 1時 間, 2時 間, 4時 間 にエーテル

麻酔下に頸動脈切断採血,た だちに背皮を抜毛 し採皮 し

た。皮膚は,な るべ く皮下組織を除去した後,凍 結し粉

砕 した。

血清は, 0.1M, pH7.2,リ ン酸緩衝液にて2倍 に稀

釈 し検査材料とした。

皮膚は,2倍 量(体 積/重量)の リン酸緩衝液(0.1M,

pH7.2)を 加え,よ く懸濁し30分 放置後遠沈 し,上 清

を検査材料とした。得られた濃度を元の皮膚重量あた り

に換算 した。

濃度測定は, Bacillus subtilis ATCC 6633を 用 いる

薄層カップ法によつた。標準曲線は,上 記緩衝液に より

稀釈したDKBに より作成 した。

3.臨 床応用:糖 尿病のある患者で薬疹治療中,広 範

囲ステロイド外用により発生 した〓腫症の患者1例 に使

用した。50mg朝 夕筋注した。

結 果

1.ブ 菌に対する抗菌力:Table 1に 示 すように,16

株中15株 は,3.2mcg/mlで 発育抑制された。KM>25

mcg/mlの1株 はDKB 25mcg/mlで,KM 25mcg/ml

の1株 は, DKB≦0.2で 発 育抑制された。

2.ラ ットにおける血中濃度,皮 膚 濃 度(Fig.1):

皮膚 内濃度は血清濃度に比 し,低 値 を示 した。すなわ

ち, 30分 値 では,皮 膚濃度は血清値 の約1/40, 1時 間

値では約1/16, 2時 間値では約2/5で あ つた。4時 間

値は,皮 膚,血 清ともに検出不能であつた。

3.臨 床成績

患者,66才,男 性。糖尿病。全身性に薬疹 あ り。ス

テロイ ド軟膏を外用 しているうちに,全 身に多数の痛を

生 じて 来 た 。 同 時 に38.5℃ に お よ ぶ 発 熱 を 来 した 。

Fig.2に 示 す よ うに,DKB朝 ・夕50mgず つ 筋 注 を

開 始 し,2日 目に は,い つ た ん解 熱 した が,投 与 を つ づ

け て も,〓 の 新 生 が 相 次 ぎ,DKB 50mg朝 ・夕 投 与 は

無 効 と判 定 さ れ た 。CER投 与(0.5g朝 ・夕)に 切 り換

え 治 癒 した。 起 因 菌 はStaphylococcus aureusで,デ ィ

ス クに よ る感 受 性 は, PC(+), SM(〓), CP(〓), TC

(〓), EM(〓), KM(〓), LCM(〓), MPIPC(〓), ABPC

(+), CET(〓),CEX(〓)で あつた。 DKBのMICは,

0.8mcg/mlで あつた。副作用は認められなかつた。

考 按

DKBの ブ菌に対する抗菌力は,わ れわれのデータで

は,KMに かな り近いデータであつた。さらに多 くの株

Table 1. MIC of DKB against coagulase-positive 

staphylococci separated from pyoderma 

lesions.

Fig. 1. Serum and skin levels of DKB after the 
intramuscular injection of 2.5 mg to rats.

Fig. 2. 66 Year old man; Furunculosis (associated 
with drug eruption and diabetes mellitus)
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で 検 討 す る 必 要 が あ る。

皮 膚 内濃 度 は,血 清 濃 度 に 比 しか な り低 値 を示 した 。

わ れ わ れ が,家 兎 を 用 い て行 な つ たKMの 実 験(100

mg/kg)1)で は,血 清 濃 度,皮 膚 内 濃 度 は か な り 近 似 し

た 値 を示 して お り(血 清30':101.7, 1h:109.0, 2h:

75.9, 3h: 36.5, 5h:31.0, 7h:2.1,皮 膚30':40.2,

1h:91.1, 2h: 52.9, 3h: 50.3, 5h:10.0, 7h:

2.0mcg/ml or g),そ れ に 比 較 す る と,本 剤 の皮 膚 内移

行 は,KMと か な り異 な つ て い る の で は な い か と考 え ら

れ た 。動 物 差 抽 出 法 の 問 題 等,考 慮 され るべ き余 地 は 残

つ て い る 。

臨 床 例 は1例 で あ つ た が,MIC 0.8mcg/mlに もか か

わ らず 無 効 で あ つ た 。 これ は,投 与 量 が50mg, 1日2

回では若干す くなすぎたのではないかと考えられた。動

物実験で得られた,皮 膚濃度が低いという成績 とも関係

しているかもしれない。

その意味も含め,副 作用の点も考慮 し,今 後投与量を

検討 したい。

む す び

皮膚科領域で得られた,DKBの 基礎 的成績を中心と

して,短 報として報告した。
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The MIC of a new antibiotic, 3', 4'-dideoxykanamycin B (abbr. DKB) was measured on 16 strains 
of Coagulase-positive Staphylococcus. The result demonstrated that the MIC was less than 32 mcg/ml 
with 15 strains of them, and the remaining 1 strain (exhibiting a KM (kanamycin) resistance of 25 
mcg/ml) was inhibited at a concentration of less than 0.2 mcg/ml of DKB. 

The skin concentration attained a peak of about 3 mcg/ml (mean of 3 cases) 30 minutes after the in.- 
tramuscular administration of DKB (2.5 mg/rat) in rats. 

DKB was administered clinically to 1 case of furuncle at a dose of 50 mg twice daily, and the result 
was ineffective.


